
 

 (２)金融商品の時価等に関する事項    
 期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりである。 
    (単位：円) 

   貸借対照表 
時価 差額        計上額 

 ① 現金及び預金 39,470,452,887 39,470,452,887 0 
 ② 有価証券       

   満期保有目的の債券 55,000,000,000 55,000,000,000 0 
 ③ 開発委託金回収債権 168,369,466 168,475,302 105,836 
 ④ 未払金 (2,670,808,504) (2,670,808,504) 0 
 (注) 負債に計上されているものは、（ ）で示している。  

   
 (注１) 金融商品の時価の算定方法に関する事項   
 ①現金及び預金    
 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額 

 によっている。 
 ②有価証券   

 有価証券はすべて譲渡性預金であり、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等 
 しいことから、当該帳簿価額によっている。 
 ③開発委託金回収債権   

 開発委託金回収債権については無利息であることから、債権区分ごとに時価を算出してい 
 る。 

 一般債権については、リスク・フリーに近い市場利子率である国債流通利回りを基礎とす 

 る割引率により、当該債権の割引現在価値を算出し、貸倒実績率に基づく貸倒引当金を控 
 除することで時価を算出している。 
 また、貸倒懸念債権等特定の債権については、担保及び保証による回収見込額等に基づい 
 て貸倒見積高を算定しているため、時価は決算日における貸借対照表価額から現在の貸倒 
 見積高を控除した金額に近似しており、当該価額をもって時価としている。 
 ④未払金   

 未払金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額 
 によっている。 


